
　
　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
ご
紹
介

ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ
フ
ェ

口
和
地
域

　

口
和
自
治
振
興
区
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

部
は
、
口
和
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
年
２
回
「
ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ

フ
ェ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ク
ッ
キ
ン

グ
・
カ
フ
ェ
の
テ
ー
マ
は
「
参
加
者
同

士
で
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
旬
の
地

元
野
菜
を
楽
し
く
手
軽
に
料
理
し
よ

う
！
」
で
、
献
立
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ

「
時
短
」「
旬
の
野
菜
」「
お
い
し
い
」

で
す
。

　

参
加
者
は
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
か
ら
子
育

て
世
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
時
短
料

理
や
子
ど
も
が
喜
ん
で
食
べ
る
野
菜
料

理
な
ど
、
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
な
ら
で
は
の

メ
ニ
ュ
ー
を
一
緒
に
料
理
し
て
い
ま

す
。

　

料
理
の
合
間
や
食
事
の
時
間
に
は
、

ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ
フ
ェ

口和

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

野
菜
の
お
い
し
い
保
存
方
法
や
、
簡
単

な
漬
物
の
作
り
方
な
ど
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は「
習
っ

た
料
理
を
家
で
作
っ
て
喜
ん
で
も
ら

え
た
」「
家
族
に
褒
め
ら
れ
て
鼻
高
々

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
部
の
部

員
も
「
若
い
お
母
さ
ん
方
や
可
愛
い
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
、
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
と
て
も
よ
い

世
代
間
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

口
和
自
治
振
興
区

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
２
１
３

口
和
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
７
０
７
０

　

不
安
に
な
り
が
ち
な
育
児
が
少

し
で
も
楽
し
く
な
る
よ
う
、
各
地

域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や

サ
ー
ク
ル
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
口
和
地
域
の
口
和
自
治

振
興
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
部
の
子
育

て
支
援
活
動
「
ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ

フ
ェ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

令
和
２
年
度
庄
原
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、学
校
の
授
業
が

終
わ
っ
た
後
や
長
期
休
暇
な
ど
に
留
守
家
庭

に
な
る
児
童
が
、遊
び
や
生
活
を
す
る
場
で

す
。

　

１
年
ご
と
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、令
和
２
年
４
月
か
ら
入
会
を
希
望
す
る

方
は
、担
当
窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
長
期
休
暇
の
み
利
用
を
希
望
す
る
方
も
、

必
ず
受
付
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
対
象
】　

小
学
校
新
１
～
６
年
生
の
児
童

【
申
し
込
み
方
法
】　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
新
１
年
生
に
つ
い
て
は
、２
月
実
施
予
定

の
各
学
校
の
入
学
説
明
会
で
書
類
を
配
布
し

ま
す
。

【
受
付
期
限
】　

３
月
６
日
㈮

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、下
記
の
担
当

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

庄
原
地
域

▼
庄
原
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
東
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
板
橋
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
永
末
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

担
当
窓
口　

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

西
城
地
域

▼
西
城
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
美
古
登
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

担
当
窓
口　

西
城
支
所
地
域
振
興
室（
し
あ

わ
せ
館
）

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
２
０
２

東
城
地
域

▼
東
城
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
小
奴
可
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

担
当
窓
口　

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

口
和
地
域

▼
口
和
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

担
当
窓
口　

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

高
野
地
域

▼
高
野
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

担
当
窓
口　

高
野
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

比
和
地
域

▼
比
和
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

担
当
窓
口　

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

※
そ
の
他
の
学
校
区
で
は
放
課
後
子
供
教
室

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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健康広場

　中高年のひきこもりは推計 61万３千人で、その半数以上
が７年以上ひきこもっていると報告されており、ひきこもり
の高齢化、長期化が浮き彫りになりました。
　また、この調査では、子どもの頃からひきこもりの状態が
続く人のほか、定年退職により社会との接点を失ったり、職
場や人間関係でうまくいかなかったりと、何らかの挫折体験
がきっかけになっているという結果が出ています。

※市内の支援者の会で、本人の体験をもとにした絵本
「トンネルの出口～掘るのはだれ？～」が作成され
ましたのでご紹介します。（関連記事 19 ページ）

　ひきこもりとは、「さまざまな要因の結果として社会的参加 ( 義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、
家庭外での交遊など ) を回避し、原則的には６カ月以上にわたって概ね家庭にとどまり続けている状態（他者
と交わらない形での外出をしていてもよい）」といわれています。（「ひきこもりの評価・支援に関するガイド

ライン」より）

保健医療課健康推進係
☎０８２４ー７３ー１２５５

総領支所地域振興室　専門員
繁藤  千由香 

ひきこもり
支援

ひきこもり支援のゴールは「社会参加」
　たとえ就労につながらなくても、地域社会で
自分らしく、人との適度な関わりを持って生き
ていけることが目標ではないでしょうか。

ひきこもり支援の第１歩は本人への理解
　まずは寄り添い、支援者との信頼関係を築くことで、本人も冷静
に自分自身と向き合うことができるようになります。支援者から見
て最良と思われる情報提供であっても、本人にとっては受け入れら
れないこともあります。その反応に応じて支援の方向性を少しずつ
調整し、少し遠回りになっても本人の自発性を待つ
ということも大切な支援です。

ひきこもりになったきっかけ ひきこもりの状態になった年齢

60～64歳
17％

25～29歳
14.9％

12.8％
20～24歳

12.8％
40～44歳

その他・
　無回答
    14.9％

退職した 36.2％

21.3％

21.3％

19.1％

6.4％

人間関係がうまく
いかなかった

就職活動がうまく
いかなかった

職場になじめ
なかった

病気

（注）40～64歳、内閣府調べ

（上位５つ、複数回答）

10.6％
55～59歳

8.5％
45～49歳

50～54歳
8.5％

ひきこもり支援

内閣府の調査によると…

　ひきこもることは決して悪いことではありません。何かに失敗したり、人間関係がうまくいかなかったり、その環境にな
じめないとき、「誰にも会いたくない」「自分の一番安心できるところに居たい」と思うのは当たり前のことです。しかし、社
会から離れ、自分だけの空間にこもる期間が長くなると、本来その期間に得られるはずの体験ができないことで、社会に
適応する力が低下する恐れがあります。
　ひきこもりを「放っておけばなんとかなる」「家に居たらいい」と安易に判断せず、本人の状態を見極めて、本人に合った
支援をしていくことが必要です。大切なのは、本人が安心していられる居場所があること、一歩踏み出したいという人
には適切な支援を行うことです。

　社会資源
　ひきこもり地域支援センター、精神保健福
祉センター、医療機関、保健所、市役所、地
域若者サポートステーション、ハローワーク、
学校など、さまざまなきっかけから関わりが
もてる社会資源があります。また、「家族の会」
や「支援者の会」は、学習や情報の共有を通
して、本人・家族の理解を深めています。庄原
市でも、各地域で相談窓口の設置やひきこも
りの理解を深める活動が広がっています。

広報しょうばら／ 2020.1　16


